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夏休みにしかできない経験や体験を 
校長  松本 敏則  

 いよいよ１学期も残すところ７月だけとなり、登校する日も１３日となりました。４月１０
日より始まった新年度ですが、子どもたちも今では、学年や学級にも慣れ、大きな学校行事の
１つである運動会を通じて、一人一人がたくましく成長することができたように感じます。 
 ７月２０日の終業式が終わると、子どもたちは、待ちに待った楽しい夏休みとなります。今
年の夏休みは、３８日間の長いお休みです。子どもたちには、学校ではできない経験や体験を
たくさんしてほしいと願っています。 
 私自身を振り返ってみると、夏休みといえば、『ラジオ体操』を思い出します。今ではなかな
か見られる光景ではありませんが、私の子どもの頃は、どこの地区でも盛んに行われていまし
た。朝６時過ぎに近くの公園で、その地区に住んでいる小学生たちが集まり、ラジオ体操をし
て、首から下げたカードにハンコをもらい、家に帰るといった約３０分のことを、夏休みの間
ずっと毎日のように続けていくものです。皆さんのなかにも、懐かしいと思われる方もいるの
ではないでしょうか。 
 そんなラジオ体操ですが、低学年から毎年のように行っていると、当然マンネリ化してきま
す。それを打開しようとして起きた出来事かは定かではないのですが、５年生の夏休みのラジ
オ体操の時に異変が起こりました。ある同級生の男子が、服の胸のあたりに、ブローチのよう
にカブトムシを１匹つけて、公園へやってきました。実は、夏休みの日課として、ラジオ体操
前の虫捕りは、男子の間で密かに流行っていました。いつもならば、カブトムシ等を捕って家
にある虫かごに入れてから、公園に向かっていました。それを見た私を含めた数名の男子は、
次の日から胸にカブトムシやクワガタムシをつけて来るようになりました。ちなみに、カブト
ムシ等はどんな木にもいる訳ではなく、捕る場所はそれぞれが何ヶ所か決めていて、毎日そこ
へ行って捕ってきます。当然、その場所は誰にも秘密で、話すことはありません。ですので、場
所によっては友達と被ることもあります。 
 そして、集まる公園では、必然的に友達よりも多くの虫をつけていくことが、子どもなりの
ステータスとなっていきます。多い時には、１０匹以上つけて行ったことを覚えています。さ
らに、友達に勝つためには、早起きをして捕りに行くことが大前提となり、また、場所が被る
ことを考慮して、回る順番も考えなくてはなりません。たかがというようなことですが、子ど
もなりに持てる知恵を振り絞り、１番を目指して一生懸命になっていたことを懐かしく思いま
す。ちなみに、女子からは気持ち悪いと相当嫌がられていました。 
 今思えば、どうしたら友達に勝てるのかと、いろいろと思考 
したり、シュミレーションしたりして行動できたことは、これ 
までにとても活かされているように感じます。 
 そこで、子どもたちには、夏休みにしかできない経験や体験 
をたくさんして、一回りも二回りも大きく成長した、たくまし 
くなった姿で２学期に会えたらいいなと願っています。 
１学期の残り約３週間では、学期のまとめをきちんと行い、充実した学期で終われるように、

しっかりと教育活動に取り組んでまいります。 
 

http://school.city.koshigaya.saitama.jp/ogishima_e/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

                                            

日 曜 主な行事予定 

１ 土  

２ 日  

３ 月  

 

４ 火 トウモロコシの皮むき 1年・ひま

わり 

５ 水 第１回学校運営協議会 

 

６ 木 短縮日課 クラブ活動（１学期最終） 

 

７ 金  

 

８ 土  

９ 日  

１０ 月 学年末のため短縮日課 

 

１１ 火 短縮日課 

 

１２ 水 短縮日課 

しらこばと号 

１３ 木 短縮日課 

全校５時間授業 

１４ 金 短縮日課 

ひまわり買い物学習 

林間学校事前健康診断 

１５ 土 第２グラウンド ヤグラ組立 

１６ 日  

１７ 月 海の日 

１８ 火 短縮日課 

給食最終日 

１９ 水 短縮日課３時間 

（給食なし） 

２０ 木 短縮日課３時間 

（給食なし） 

終業式 

２１ 金 夏季休業日（～8/27） 

ふれあいデー 

２２ 土 地区盆踊り大会 

２３ 日 第２グラウンド ヤグラ解体 

２４ 月  

２５ 火  

２６ 水 しらこばと号 

 

２７ 木  

２８ 金  

２９ 土  

３０ 日 林間学校５年 

 

３１ 月 林間学校５年 

 

７月の行事予定 今月の生活目標  

『学校をきれいにします』 
   ・身じたくをととのえて、無言でそうじします。 

・清掃用具は大切に使います。 

・すみずみまできれいにします。 

清掃がされ、整理整頓された美しい環境は、人格形成の基盤

といわれています。その環境をつくり、維持するのは、人です。

環境を整える活動をすることで、公共性・協力性・社会性等が

育ちます。また、「人」も最大の環境といわれています。誰に対

しても優しさや思いやりをもって接し、美しい人間関係、環境

を築けるように心掛けていきたいです。 

 

 

夏季休業中の「留守電」設定について 

越谷市立小・中学校では、夏季休業中の教職員勤務時間外は

留守番電話機能が設定されます。これは、教職員の長時間にわ

たる在校時間の縮減や負担軽減を図り、法令に則り教職員の勤

務時間を適正に管理することをねらいとしています。夏季休業

中の平日は、午後４時５０分～翌朝午前８時２０分まで、土日・

祝日・学校閉庁日（８／１０～８／１６）は終日応答メッセー

ジが流れます。緊急の電話については、勤務時間外は対応して

おりませんが、学校閉庁日は下記の時間帯のみ、教育センター

にて受け付けております。 

 受付時間 受付先 

学校閉庁日 

(8/10～8/16) 

午前 8時 30分～

午後 5 時 15 分 

越谷市教育センター 

電話 ０４８－９６０－４１５０ 

 

 

 

 

「荻島小は地域が教室です」 

「学校、家庭、地域で育てる」 

目指す学校像   〈教師にとって〉      〈子供にとって〉    〈保護者にとって〉 
（具体化）    自分の力を高め発揮できる学校   学びが深まり広がる学校    安心して子どもを送り出せる

学校 
越谷市立荻島小学校 学校だより第４号 

発行日 令和５年６月３０日（金）  

発行者 校長 松本 敏則 

児童数 ４５１人 （６月３０日現在） 

JRC緑の羽根募金      なかよし班活動 

リコーダー講習会（３年生）  児童集会（委員会紹介） 

放
課
後
、
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
不
可 

 

 

http://school.city.koshigaya.saitama.jp/ogishima_e/

